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１．長寿命化修繕計画の目的

１）背景

２）目的

損傷が深刻化する前に予防的な修繕を行う

損傷が深刻化してから大規模な修繕を行う

（63%）

平成50年度

13橋

平成30年度

　平谷村が管理する2m以上の橋梁は、平成30年3

月現在で35橋架設されています。

（37%）

22橋

　このうち、建設後50年を経過する橋梁は13橋

で、橋梁全体の37％を占めており、これらの橋梁

の多くは、高度経済成長期に架設されています。

さらに20年後の平成50年度には、その数が22橋に

なり全体に占める割合が63％まで増加し、山間地

の積雪の多い地域である平谷村は、凍結抑制剤の

散布の影響を受けやすく、供用年数と凍結抑制剤

による劣化進行・橋梁の老朽化がより早く進行す

ることが予想されます。

　これらの架け替え時期を迎える橋梁群に対し

て、従来の対症療法型で維持管理を続けた場合、

橋梁の修繕・架け替え時期が集中し、費用が一時

期に偏るだけでなく、大規模工事に伴う交通規制

や通行止め等により交通網に与える影響が大きく

なる可能性もあります。

　このような背景から、より計画的な橋梁の維持管理を行い、限られた財源の中で効率

的に橋梁を維持していくための取り組みが不可欠となります。

　コスト縮減のために、従来の損傷が深刻化してから大規模な修繕を行う「対症療法

型」から、損傷が深刻化する前に予防的な対策を行う「予防保全型」へ転換を図り、橋

梁の寿命を延ばし、一度にかかる補修費用を削減する必要があります。

　そこで平谷村では，将来的な財政負担の低減、橋梁補修費の平準化及び道路交通の安

全性の確保を図るために、橋梁長寿命化修繕計画を作成いたします。

「対症療法型」・・・・

「予防保全型」・・・・

50年以

上37％50年未

満63％

50年以

上63％

50年未

満37％



２．長寿命化修繕計画の対象橋梁

長寿命化修繕計画の対象：

・緊急輸送路に位置する橋梁

・落橋により孤立集落発生の可能性のある橋梁

・桁下に道路がある橋梁

・緊急輸送路上の橋梁

・観光地へのアクセス道路に位置する橋梁

・バス路線に位置する橋梁

・市町村間を結ぶ路線に位置する橋梁

・国道，主要地方道へのアクセス路線に位置する橋梁

・近隣に重要な施設がある橋梁

・人道橋、木橋を除外

３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針

１）健全度の把握の基本的な方針

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針

村道 1級

2

　長野県「道路橋定期点検要領」に準じた定期点検を5年ごとに実施することにより、橋梁

の損傷状況(健全度)を把握し、次回の橋梁長寿命化修繕計画に反映します。

橋長　10　以下の橋梁 1 4 11 16

橋長　10m　超える橋梁 1

全管理橋梁数 35

2 9 12
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6 2820うち長寿命化修繕計画の対象橋梁数

合計

5 6 24

村道 その他村道 2級

　日常的な維持管理については、定期的にパトロールを行い橋梁の異常を早期に発見する

とともに、以下のような維持管理を行なっていきます。

・路面の小規模補修、清掃

・排水装置とその付近の土砂の撤去

・橋座堆積土砂の撤去



４．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針

　架け替え時期を迎える橋梁に対して、従来の「対症療法型」で維持管理を続けた場合、

橋梁の修繕や架替えに要する費用が一時期に多大となることが懸念され、従来の

「対症療法型」から「予防保全型」への転換を図り橋梁の寿命を延ばす必要がある。

　対策シナリオとして、「対症療法型」、「予防保全型」のシナリオにより費用縮減

のための管理区分を設定する。

損傷が深刻化する前に予防的な修繕を行う

※予防的な修繕のため工事費用が少なく、交通に与える影響が少ない。

損傷が深刻化してから大規模な修繕を行う

※大規模な修繕のため工事費用が大きくなり、通行止めや交通規制等
交通に与える影響が大きい。

区分理由

① 後半に集中する架け替え橋梁の分散化を図る。

② 単年度に集中する工事費の分散化を図る。
(全橋「予防保全型」の場合、前半に工事費が増大することが想定される。）

③ 小規模橋梁(橋長10m以下のRC床版橋等）は、劣化進行が比較的遅い。

以上から管理方針は、以下のとうり設定する。

５．対象橋梁ごとの概ねの修繕内容・時期又は架替え時期

様式１－２による

・・・・「予防保全型」
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「対症療法型」・・・・

橋長10mを超える橋　・・・・・・・　「予防保全型」

橋長10m以下の橋　　・・・・・・・　「対症療法型」



６．長寿命化修繕計画による効果

　橋梁定期点検結果を基に橋梁の修繕にかかる費用を計上し、予算額を平準化した修繕計画を

策定することで、限りある予算の中で計画的に事業を進めることができます。

　そのため、橋梁の修繕に必要な年度ごとの予算額は、できるだけ平準化を図り、路線ごとの
優先順位や橋梁の規模等考慮し無駄のない計画とします。

　また、橋梁定期点検に基づいて5年後に橋梁長寿命化修繕計画の見直しを行うこととしま

す。

　橋梁定期点検結果を基に現状の把握を行い、橋梁の架かる路線ごとの重要性等を加味し、計
画を策定することにより、適時適確な修繕工事を行うことができます。このことから損傷の進
行による通行制限等が減少し、橋梁の安全性の向上に繋がり、道路ネットワークの信頼性も確
保できます。

【安全性の向上】

【予算の平準化及び修繕計画】
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　長寿命化修繕計画を策定する28橋について、今後50年間の事業費を比較すると、従来

の対症療法型が25億円に対し、長寿命化修繕計画の実施による長寿命化対策が12億円と

なり、コスト縮減効果は13億円となる。
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７．計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者

１）計画策定担当部署

　平谷村　産業建設課　tel：0265-48-2211

２）意見を聴取した学識経験者等の専門知識を有する者

信州大学　工学部水環境・土木工学科　大上教授
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【様式１－２】

５．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替時期

凡例：　　　　対策を実施すべき時期を示す。

H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41

社久地橋 村道 村道級(1級)　1号線 27 1970 50 H28

西川橋２号 村道 村道　1-1号線 6 1974 46 H27

宮の前橋 村道 村道　10-1号線 26 1988 32 H29

新橋 村道 村道(1級)　10-2号線 9.2 1963 57 H28

平谷村１４－１号橋 村道 村道(2級)　14号線 10 1987 33 H29

茶屋橋 村道 村道　17号線 19.9 2000 20 H29

平谷湖橋 村道 村道　19号線 25 1992 28 H29

一の渡り橋 村道 村道　19号線 16.3 1991 29 H28

椋沢１号橋 村道 村道　19号線 16.3 1993 27 H29

椋沢２号橋 村道 村道　19号線 8.6 1989 31 H29

椋沢３号橋 村道 村道　19号線 13.2 1991 29 H29

弁天橋 村道 村道　4号線 12 1962 58 H28

作り道沢橋 村道 村道　4号線 6.2 1970 50 H27

倉の木橋１号 村道 村道　6号線 10.4 1983 37 H29

倉の木橋２号 村道 村道　6-1号線 10.5 1987 33 H29

柳橋 村道 村道(2級)　8号線 31.6 1989 31 H29

槙立橋 村道 村道(2級)　8号線 5 1969 51 H28

渕ｹ沢橋 村道 村道(2級)　8号線 4 1963 57 H28

靭橋 村道 村道(2級)　8号線 16 2002 18 H28

下之橋 村道 村道　8-1号線 4 1963 57 H29

中之橋 村道 村道　8-1号線 4 1962 58 H29

上之橋 村道 村道　8-2号線 4 1963 57 H29

栄太橋 村道 村道　8-4号線 7.5 1959 61 H29

治部坂橋 村道 村道　8-6号線 8 1960 60 H29

峠沢２号橋 村道 村道　8-7号線 4.5 1964 56 H29

庚申橋 村道 村道(2級)　8-8号線 2.6 1959 61 H28

柳稲荷橋 村道 村道　9-2号線 30.1 1986 34 H29

2号橋 村道 村道　3-1号線 4.3 1965 55 H28

29,614 26,954 27,957 33,278 13,785 22,763 19,808 16,371 6,011 4,649合　計　　(千円)

対策の内容・時期
橋梁名

道路
種別

路線名
橋長
(m)

架設
年度

供用
年数

最新
点検
年次

床版:床版防水、上面増厚 等 舗装:打換 等

主部材:塗装 等

橋台:部分打ち換え 等舗装:打換 等

橋台:部分打ち換え 主部材:当て板補強 等舗装:打換

主部材:塗装 等

主部材:断面修復、表面被覆 等

舗装:打換 等

舗装:打換 等

橋台:断面修復 等

舗装:打換 等

舗装:打換

舗装:打換

橋台:部分打ち換え 等主部材:塗装 等 舗装:打換

橋台:部分打ち換え 等主部材:塗装 等 舗装:打換

床版:床版防水、上面増厚 等 主部材:塗装 等

舗装:打換 等

橋台:部分打ち換え 等 舗装:打換

主部材:塗装 等 舗装:打換 等

舗装:打換 等

更新


